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現場で使われ続ける 
次世代校務DX実現に向けて 

ー先行自治体の事例から学ぶ要件整理のポイントー 

 第１部では、次世代校務DXの環境整備における構造的な難しさを紐解きながら、環境整備を行う際のポイント
について、有識者である鹿児島市教育委員会教育DX担当部⾧・教育DX戦略アドバイザーである木田博氏のインタ
ビュー動画や先行自治体の仕様書分析結果をもとに以下の通り解説した。 

次世代校務DX調達関係者向けセミナー 

 第１部：先行自治体の事例から読み解く次世代校務DX調達

 

【１】 
「現場のあるべき姿」を検討してから 

設計と調達を行う 

 

【２】 
 

調達仕様書に将来要件を盛り込む 

➀ 
構成要素が 

「多い」 

➁ 
要素同士が 

「依存し合う」 

➂ 
調達の 

「順番が前後する」 
× × 

次世代校務DXの構造的な難しさ 

２つのアプローチで対応 

● まずは何を実現したいのかのアウトカムから検討 
● 「働き方改革」だけでなく、データ利活用による教育

の質向上までを見据えた設計を 

● リスクヘッジのため、標準規格への準拠、データ移行
の扱い、将来コストに関する条件を記載 

● 都道府県の選定においても、市区町村側の統合ダッシ
ュボード調達を見据えてデータ標準を求める 

■有識者インタビュー動画 
 

 次世代校務DXの環境整備を進める場合、まずは
「現場のあるべき姿」を描きながら、整備の目的や
方針を検討することが重要となる。 
 そのため、教育DX戦略アドバイザーとして次世代
校務DXの整備を推進している木田博氏のインタビュ
ー動画をもに、検討のポイントを具体的に示した。
特に働き方改革にとどまらない「教育の質の向上」
を目的に見据えた整備が重要であると解説した。 

■調達仕様書 メタ分析レポート 
 

 次世代校務DXでは様々なシステム・物品等を調
達・構築する必要があり、複雑な要件提示が求められ
る。そのため、先行自治体の仕様書をメタ分析した結
果をもとに、調達範囲の傾向や、ベンダーロックイン
等を防ぐ具体的な要件表記例（標準準拠、権利・移行
時の観点、コスト・責任の観点など）を示した。 

＜第１部まとめ＞ 
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 第２部では、データ連携基盤・ダッシュボードを整備する際のポイントや、教育現場における具体的な活用事
例について、以下の通り解説した。 

 2026年2月17日 セミナー実施レポート 

 第２部：第1部の要件整理を踏まえた 
     データ連携基盤・ダッシュボードの考え方と実践事例 

■教育現場で真に活用されるダッシュ
ボードを実現するには 
 

 複数システムとのデータ連携による
「教育データの活用」は、次世代校務DX
の観点の一つとして示されている。しか
し、初めから現場が活用しやすいダッシ
ュボードを構築しすることは非常に難し
い。そのため、活用スタート後も現場ヒ
アリングと改善のサイクルを回し続ける
ことが重要であることを「まなびポケッ
ト教育ダッシュボード」（統合ダッシュ
ボード）を提供している先行事例と共に
解説した。 

＜第１部まとめ＞ 

■教育現場における活用事例 
 

 実際に「まなびポケット 教育ダッシュボード」を提供している学校の活用事例について、教職員の感想コメン
トと共に紹介した。 
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授業開始前 授業中 休み時間・放課後 
時期に関係なく実施 特定の時期に実施 

教員 

管理職 

教員間
での情
報共有 

校内 
巡回 

授業 

気にかけ
たい生徒

の確認 

授業改善
を行う 

学級閉鎖
の対応 

成績を 
つける 

必要事項を
教育委員会
へ報告する 

保護者 
対応を 

する 

会議で 
課題のある
児童生徒に
ついて情報

共有 生徒指導
を行う 

指導方針
を決める 

先生に 
アドバイス

をする 

気になる
生徒に 
ついて 

情報共有 いじめ、
生活態度

等の 
フォロー 

校内巡回前後に、 
クラスの様子を把握する 2 朝、必要な情報を 

スピーディに確認して 
対応する 

1 

課題のある児童生徒に関する情報を 
把握・共有して指導方針を決定する 4 

児童生徒たちの理解度や振り返り、 
授業進捗をもとに授業を改善する 5 

 
⾧期欠席中の児童生徒につ
いて教育委員会に報告する 
 

6 

保護者対応の前に 
児童生徒の情報を確認
する 

7 

評価をつけるときの参考にする 8 

欠席 
連絡 
対応 

いじめ、不登校の予兆を 
見つけて個別でフォローする 3 

■ 一部抜粋）ダッシュボード「AIレポート機能」を活用し、校内巡回前後にクラスの様子を把握した例 


